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伊
豆
の
国
市
に
新
し
い

ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る

３■ 

静
岡
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
推
進
事
業
【
拡
充
】
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０
万
円

■ 

若
者
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
事
業【
新
規
】

　

２
０
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万
１
千
円

　

市
内
に
Ｕ
タ
ー
ン
を
し
、
就
労
し
な
が
ら

奨
学
金
を
返
還
す
る
若
者
に
、
補
助
を
行
い

ま
す
。

豊
か
な
自
然
に

抱
か
れ
る
伊
豆
の
国
市

１■ 

広
域
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

４
３
４
９
万
３
千
円

　

伊
豆
市
伊
豆
の
国
市
広
域
廃
棄
物
処
理
施

設
の
整
備
に
向
け
た
一
部
事
務
組
合
へ
の
負

担
金
を
支
出
し
ま
す
。
平
成
34
年
度
稼
働
に

向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

■ 

古
奈
地
区
公
園
整
備
事
業

　

３
０
０
０
万
円

　

大
観
宮
跡
地
の
市
有
地
に
、
古
奈
温
泉
街

の
憩
い
の
場
と
な
る
公
園
を
整
備
し
て
い
ま

す
。
整
備
の
最
終
年
度
と
し
て
、
平
成
30
年

度
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■ 

花
の
ま
ち
づ
く
り
・
花
の
お
も
て
な
し
の

推
進
【
拡
充
】　　
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■ 

屋
外
広
告
物
の
是
正
推
進
【
新
規
】

５
５
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万
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伊
豆
の
国
市
に

し
ご
と
を
つ
く
る

２

■
移
住
定
住
の
促
進　
　

２
７
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万
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千
円

■ 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

推
進
事
業
【
拡
充
】
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歴
史
に
学
び
、
未
来
を

拓
く
伊
豆
の
国
市

４■ 

韮
山
反
射
炉
保
存
管
理
事
業

　
　

４
１
９
１
万
３
千
円

　

韮
山
反
射
炉
を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
、
反
射
炉
の
現
状
調
査
を
行
い
、
的

確
な
修
理
保
全
計
画
を
立
案
し
ま
す
。

■ 

郷
土
資
料
収
集
物
保
存
施
設
整
備

事
業　
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世
界
遺
産
推
進
事
業
【
拡
充
】

１
０
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７
千
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■ 

江
川
家
資
料
保
存
活
用
施
設
整
備
事
業

【
新
規
】　　
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■
外
国
語
指
導
支
援
事
業
【
拡
充
】
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■ 

小
学
校
施
設
維
持
補
修
事
業
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子
育
て
も
人
生
も

楽
し
い
伊
豆
の
国
市

５■ 

三
世
代
同
居
促
進
事
業

　
　

 

３
０
０
万
円

　

親
世
帯
と
子
育
て
世
帯
の
同
居
を
希
望
し

て
住
宅
取
得
ま
た
は
増
築
を
す
る
人
に
、
補

助
を
行
い
ま
す
。

■ 

子
育
て
世
帯
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
【
新
規
】　　
　

４
４
万
３
千
円

■ 

認
知
症
徘
徊
対
策
【
新
規
】１

１
万
６
千
円

■
保
育
園
園
舎
耐
震
対
策
事
業
【
新
規
】
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２
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■ 

私
立
認
定
子
ど
も
園
整
備
支
援
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■
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
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安
全
で
安
心
な

伊
豆
の
国
市
の
ま
ち
づ
く
り

６■ 

運
転
免
許
証
自
主
返
納
推
進
事
業

【
新
規
】　　
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免
許
返
納
者
に
対
し
、
返
納
の
翌
年
度
に

■
斎
場
整
備
事
業

　

２
億
２
０
２
４
万
３
千
円

　

老
朽
化
し
た
長
岡
斎
場
に
替
わ
る
新
た
な

斎
場
施
設
建
設
に
向
け
た
、
実
施
設
計
、
許

認
可
申
請
、造
成
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

■ 

し
尿
処
理
場
整
備
事
業
【
拡
充
】
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■
田
京
駅
前
交
差
点
改
良
事
業
【
新
規
】
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深
沢
橋
架
替
事
業
【
新
規
】
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山
間
地
域
水
道
移
管
整
備
【
拡
充
】
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■ 

バ
ス
・
鉄
道
利
用
促
進
事
業

　

１
６
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み
ん
な
で
創
る

伊
豆
の
国
市

７■
庁
舎
建
設
基
金　
　
　
　
　

１
億
円

　

今
後
予
定
し
て
い
る
庁
舎
建
設
の
た
め
に

莫
大
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
引
き
続
き
積
み
立
て
を
し
ま
す
。

■ 

市
民
提
案
型
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
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万
６
千
円

■
ふ
る
さ
と
寄
附
金
推
進
事
業

　

７
０
３
６
万
円

■ 

市
政
情
報
発
信
事
業　

６
９
２
万
９
千
円

平
成
30
年
度 

伊
豆
の
国
市
当
初
予
算
の
概
要
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６
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産
業
化
・
地
産
地
消
の
推
進
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
り
、
農
産
物
直

売
施
設
「
大
仁
ま
ご
こ
ろ
市
場
」
の
経
営
支

援
、農
産
物
の
情
報
発
信
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■ 

韮
山
中
央
農
道
拡
幅
改
良
事
業

　
　
　

１
億
８
８
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万
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千
円

　

韮
２
‐
３
号
線（
通
称
韮
山
中
央
農
道
）の

老
朽
化
し
た
農
業
用
水
路
を
移
設
改
修
し
、

道
路
部
分
を
拡
幅
す
る
整
備
を
行
い
ま
す
。

■ 

創
業
者
等
へ
の
支
援
【
拡
充
】４

６
０
万
円

■
宿
泊
業
就
労
支
援
【
拡
充
】
２
５
２
万
円

■
住
宅
新
築
及
び
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

２
０
５
０
万
円

■ 

店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業１

０
０
０
万
円

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
６
月
ま
で
を
本
番
年

と
し
て
実
施
さ
れ
る
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

協
調
す
る
も
の
で
あ
り
、
平
成
30
年
度
は
プ

レ
年
度
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
お
よ
び
旅
行
会
社
向

け
の
商
品
開
発
・
見
本
市
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

韮
山
郷
土
史
料
館
の
閉
館
に
伴
い
、
史
料

館
に
替
わ
る
施
設
と
し
て
、
大
仁
中
央
図
書

館
地
下
駐
車
場
部
分
に
収
蔵
庫
棟
を
建
設
、

図
書
館
２
階
お
よ
び
展
示
室
の
改
修
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
整
備
最
終
年
度
と
し
て
平
成

30
年
度
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
女
性
に
対

し
、
総
合
的
相
談
支
援
を
提
供
す
る
た
め
の

拠
点
で
あ
る
、
子
育
て
世
帯
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
、
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に

整
備
し
ま
す
。

１
万
円
分
の
タ
ク
シ
ー
等
利
用
券
を
交
付
し

ま
す
。

〝
今
が
そ
の
時
！
〞

　　

新
た
な
一
歩
予
算

　

平
成
30
年
度
は
、
第
２
次
伊
豆
の
国
市
総
合
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
て
２
年
目
と
な
り
ま
す
。
市
政
運
営

の
転
換
期
を
む
か
え
、
今
こ
こ
で
着
手
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
業
に
と
り
か
か
る
た
め
積
極
的
な
将

来
へ
の
投
資
を
行
い
ま
す
。

　

第
２
次
総
合
計
画
で
定
め
た
伊
豆
の
国
市
の
将
来

像
「
ほ
ん
わ
り
湯
の
国
、
美う

ま

し
国
、
歴
史
文
化
薫
る

国
、
未
来
を
拓ひ

ら

く
伊
豆
の
国
」
の
実
現
に
向
け
、
７

つ
の
基
本
方
針
に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

※ 

平
成
30
年
度
伊
豆
の
国
市
予
算
は
、
財
務
課
窓
口

（
伊
豆
長
岡
庁
舎
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問 

市
役
所
財
務
課　

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
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187 億 2千万円

国民健康保険 59 億 2,000 万円
後期高齢者医療 5億 8,000 万円
介護保険 40 億 1,900 万円
楠木及び天野揚水場管理 1,500 万円
簡易水道等事業 2億 4,000 万円
下水道事業 13 億 4,200 万円

■特別会計■   121億 1,600万円

■上水道事業会計■１０億4,438万円

基　金　名 平成 30年度末
残高見込額

一
般
会
計

財政調整基金 26 億 1,715 万円
減債基金 7億 2,874 万円
福祉対策基金 7,219 万円
教育振興基金 2,322 万円
ふるさと・水と土基金 2,606 万円
環境基金 130 万円
ふるさと応援基金 2億 422 万円
韮山反射炉保全基金 9,505 万円
志龍塾教育基金 1,438 万円
庁舎建設基金 2億 5万円
温泉保護対策基金 2,002 万円
土地取得基金 1億 128 万円
収入印紙等購入基金 600 万円
その他 4万円

特
別
会
計

国民健康保険
保険給付等支払準備基金 3億 5,186 万円

国民健康保険
高額医療費資金貸付基金 900 万円

介護給付費準備基金 3億 4,632 万円
楠木・天野揚水場
管理基金 3,500 万円

合　　計 48 億 5,188 万円

■基金の状況■

■特別会計ほか予算額■

■市債の状況■

会　計　名 平成 30年度末
残高見込額

一般会計 183億 8,229 万円
簡易水道等事業特別会計 4億 6,840 万円
下水道事業特別会計 36 億 8,984 万円
上水道事業会計 8億 2,013 万円

合　　計 233億 6,066 万円

歳　出
1 年間に使うお金

商工費
4億 9,385 万円 2.6％

農林業費
4億 5,566 万円 2.4％

議会費 1億 5,497 万円 0.8％

その他 5,086 万円 0.3％消防費
9億 2,083 万円 4.9％

歳　入
1 年間に入るお金

地方消費税交付金
8億 8,900 万円 4.7％

地方譲与税
1億 8,200 万円 1.0％

分担金及び負担金
4億 4,469 万円 2.4％

使用料及び手数料
3億 3,187 万円 1.8％

繰入金 12 億 753 万円 6.4％

平成30 年度の一般会計予算額は、187 億 2 千万円で、過去最
大の予算規模となりました。

　本年度は経常的経費の抑制に努めつつも、生活に直結する社会
資本の整備など、今後の伊豆の国市にとって必要な事業へと例年
以上に配分しました。伊豆の国市の魅力を高め、さらなる発展へ
一歩踏みだしていくための施策を推進していきます。
問 市役所財務課　☎ 055-948-1414

※このうち約 60％は今後、普通交付税として
　組み込まれる見込みです。

■一般会計■
＊ 一般会計とは、地方公共団体の中心となる会計で、
行政運営の基本的な経費を表します。

民生費
71 億 2,370 万円
38.1％

総務費
24 億 294 万円
12.8％

144,506 円 48,744 円 34,990 円 34,352 円 18,679 円 10,018 円 9,243 円 3,144 円 1,031 円

※ 平成 29 年 10 月 1 日現在の住民基本台帳
人口（49,297 人）で算出しています

市民一人あたりの予算
37 万 9,739 円の使い道

◀

その他 3億 7,672 万円 2.0％

その他 3億 1,300 万円 1.8％

39,449 円 35,583 円

“ 今がその時！ ”
新たな一歩予算

繰越金 3億円 1.6％

自

主

財

源

49.4％

依

存

財

源

50.6％

平成30年度 当初予算の概要


